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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
が
、
イ
ン
ド
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の

国
々
と
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を

締
結
し
た
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
を
ハ
ブ
と
す
る
世
界
最
大
の
製

造
拠
点
と
な
っ
た
。
近
年
で
は
、
東
ア

ジ
ア
の
開
発
途
上
国
は
、
将
来
的
に
高

成
長
が
見
込
ま
れ
る
消
費
市
場
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
の
現
状
を
概
観
し

た
上
で
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
補
完
関
係
の
あ
り
方
を
展
望
す

る
。

● 

世
界
の
中
で
存
在
感
を
増
す

　

東
ア
ジ
ア

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
と

自
由
貿
易
を
積
極
的
に
推
進
し
、
東
ア

ジ
ア
の
地
域
経
済
統
合
の
中
核
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
既
に
、
東

ア
ジ
ア
首
脳
会
議
に
参
加
す
る
六
カ
国

（
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

と
個
別
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
た
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
経
済
統
合
で
は
、
二
〇

一
五
年
ま
で
に
、
後
発
加
盟
国
を
含
む

全
加
盟
国
が
域
内
貿
易
の
関
税
を
原
則

撤
廃
し
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体（
Ａ

Ｅ
Ｃ
）
の
設
立
を
実
現
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
、
二
〇
〇
八
年
に

世
界
人
口
の
八
・
五
％
、
六
億
人
弱
が

居
住
す
る
。
世
界
の
国
民
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
割
合

は
、
二
〇
〇
〇
年
の
二
％
弱
か
ら
二
〇

〇
八
年
に
は
二
・
五
％
に
上
昇
し
た
。

二
〇
〇
八
年
の
同
地
域
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
二
〇
〇
〇
年
比
で
一
・
五
倍
に
達
し
、

世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
ペ
ー
ス
の
一
・
三

倍
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
輸
出
主
導
で
経
済
成

長
し
、世
界
的
な
輸
出
拠
点
と
な
っ
た
。

世
界
の
製
造
業
付
加
価
値
に
占
め
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ェ
ア
は
、
二
〇
〇
〇
年

の
二
・
八
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
は
三
・

八
％
に
上
昇
し
た
。
一
方
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
輸
出
の
割
合
は
、
二
〇
〇
八

年
で
七
八
％
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年

よ
り
は
低
下
し
た
が
、
世
界
平
均
の
三

三
％
の
倍
以
上
の
水
準
に
あ
る
。
同
様

に
、
輸
入
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
高
く
、
二

〇
〇
八
年
で
七
二
％
で
あ
っ
た
。
世
界

貿
易
に
占
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ェ
ア

も
、
二
〇
〇
八
年
に
は
輸
出
の
五
・

九
％
、
輸
入
の
五
・
六
％
を
占
め
、
同

地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
シ
ェ
ア
を
上
回
っ

た
。

　

開
発
途
上
国
の
大
国
で
あ
る
中
国
、

イ
ン
ド
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
連
携
強
化

は
、
世
界
経
済
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
東
ア
ジ
ア
の
存
在
感
を
高
め
た
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
中
国
、
イ
ン
ド
を
加
え
た

「
東
ア
ジ
ア
開
発
途
上
国
」
に
は
、
二

〇
〇
八
年
に
世
界
人
口
の
四
五
％
、
三

〇
億
人
以
上
が
居
住
す
る
。
世
界
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
占
め
る
同
諸
国
の
シ
ェ
ア
は
、
二

〇
〇
八
年
で
一
二
％
で
あ
り
、
二
〇
〇

〇
年
の
七
％
か
ら
大
き
く
上
昇
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
世
界
に
お
け
る
高
成
長

地
域
で
も
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
同
地

域
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
比
で

一
・
九
倍
で
あ
る
。世
界
の
ペ
ー
ス（
一
・

三
倍
）
を
大
き
く
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で

経
済
成
長
し
た
。

　

製
造
業
や
貿
易
面
で
も
、
東
ア
ジ
ア

開
発
途
上
国
の
世
界
シ
ェ
ア
は
際
立
っ

て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
製
造
業
付
加

価
値
の
世
界
シ
ェ
ア
は
二
三
％
で
あ

り
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
二
％
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
世
界
貿
易

に
占
め
る
シ
ェ
ア
も
、
輸
出
入
と
も
に

一
五
％
前
後
と
高
水
準
で
あ
る
上
に
、

二
〇
〇
〇
年
の
一
〇
％
前
後
か
ら
上
昇

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統

合
は
、
供
給
面
で
開
発
途
上
国
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
世
界
的
に
高
め
た
が
、
市
場

と
し
て
東
ア
ジ
ア
を
見
た
場
合
は
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
家
計
消
費
支
出
に
お

け
る
東
ア
ジ
ア
開
発
途
上
国
の
世
界

シ
ェ
ア
は
、
二
〇
〇
八
年
で
八
・
八
％

と
、
上
記
し
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
シ
ェ
ア

（
一
二
％
）
よ
り
も
低
水
準
に
と
ど
ま

る
。
た
だ
し
同
年
の
家
計
消
費
支
出
額

は
二
〇
〇
〇
年
比
で
実
質
一
・
七
倍
の

規
模
に
達
し
、
世
界
平
均
の
一
・
三
倍

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
消
費
市
場
が
急

速
に
拡
大
し
た
。
二
〇
〇
九
年
度
通
商

白
書
に
よ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
開
発
途
上

国
に
は
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
、
総
人

口
の
三
割
弱
に
相
当
す
る
八
・
四
億
人

の
中
間
所
得
層
（
世
帯
可
処
分
所
得
が

五
〇
〇
一
ド
ル
以
上
三
万
五
〇
〇
〇
ド

ル
以
下
）
が
居
住
し
、
そ
の
数
も
急
増

し
て
い
る
。
消
費
市
場
と
し
て
も
将
来

性
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
市
場
規
模
を
見
れ
ば
、
先
進

工
業
国
で
あ
る
日
本
や
韓
国
の
重
要
性

も
無
視
で
き
な
い
。
東
ア
ジ
ア
開
発
途

上
国
に
日
韓
を
加
え
た
東
ア
ジ
ア
で

バンコク研究センター

プロジェクトⅡ
経
済
統
合
に
よ
り
変
化
す
る

東
ア
ジ
ア
の
分
業
体
制

植
木　

靖
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は
、
二
〇
〇
八
年
の
世
界
人
口
の
四

八
％
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
一
％
、
家
計
消
費

支
出
の
一
八
％
を
占
め
る
規
模
と
な

る
。
日
韓
を
加
え
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ

ア
の
市
場
と
し
て
の
魅
力
が
一
気
に
高

ま
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
ハ
イ
テ

ク
部
材
の
供
給
で
日
韓
に
も
依
存
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
東
ア
ジ
ア

開
発
途
上
国
は
、
先
進
国
も
含
む
多
様

な
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
成
る
経
済
圏
の
形

成
を
志
向
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
域

統
合
は
域
内
各
国
間
の
競
争
を
促
進
す

る
た
め
、
他
国
と
の
す
み
分
け
を
可
能

に
す
る
産
業
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。
一

方
で
、
日
本
を
含
む
先
進
国
は
、
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
製
造
部
門
の
最
適

立
地
に
加
え
て
、
成
長
を
続
け
る
開
発

途
上
国
の
消
費
市
場
を
獲
得
す
る
こ
と

で
、地
域
統
合
の
便
益
を
享
受
で
き
る
。

多
国
籍
企
業
は
、
現
地
市
場
に
対
応
し

た
仕
様
と
価
格
で
製
品
を
開
発
・
販
売

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
今
後

は
開
発
部
門
の
現
地
化
が
増
え
て
い
く

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

●
中
国
：
輸
出
拠
点
と
し
て

　

磐
石
か

　

製
造
拠
点
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
の
将

来
像
を
考
察
す
る
上
で
、
製
造
活
動
の

国
際
分
業
に
お
け
る
中
国
と
イ
ン
ド
の

位
置
づ
け
が
重
要
な
要
素
に
な
る
。

　

中
国
は
、
世
界
の
工
場
と
言
わ
れ
、

二
〇
〇
八
年
に
は
世
界
の
製
造
業
付
加

価
値
の
一
七
％
を
生
み
出
し
た
。
二
〇

〇
〇
年
時
点
で
は
八
％
で
あ
り
、
同
期

間
に
中
国
の
製
造
業
規
模
は
二
・
三
倍

に
拡
大
し
た
。
総
付
加
価
値
額
に
占
め

る
製
造
業
の
シ
ェ
ア
は
四
割
を
超
え
、

世
界
平
均
の
倍
以
上
の
水
準
に
あ
る
。

　

貿
易
額
の
成
長
は
製
造
業
を
上
回

り
、
二
〇
〇
八
年
の
輸
出
入
額
は
二
〇

〇
〇
年
の
約
三
・
五
倍
に
達
し
た
。
貿

易
依
存
度
も
高
ま
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す

る
輸
出
の
比
率
は
二
〇
〇
〇
年
の
二

三
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
は
三
八
％

に
、
輸
入
も
二
一
％
か
ら
三
三
％
に
上

昇
し
た
。
世
界
貿
易
に
占
め
る
中
国
の

シ
ェ
ア
は
、
二
〇
〇
八
年
に
は
輸
出
が

八
・
三
％
、
輸
入
が
七
・
四
％
で
あ
り
、

二
〇
〇
〇
年
の
三
％
強
か
ら
大
き
く
上

昇
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
は
、
沿
海
部

を
中
心
に
立
地
す
る
製
造
業
と
輸
出
へ

の
依
存
度
を
高
め
な
が
ら
高
度
経
済
成

長
を
実
現
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
以
下

の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
発
展
パ
タ
ー
ン
に
変

化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
沿
海
部
に
お
け
る
賃
金
の

上
昇
が
あ
る
。
ジ
ェ
ト
ロ
に
よ
る
二
〇

〇
九
年
度
投
資
コ
ス
ト
比
較
に
よ
れ

ば
、
製
造
業
ワ
ー
カ
ー
の
月
給
は
、
広

州
の
二
二
七
ド
ル
に
対
し
て
、
バ
ン
コ

ク
で
は
二
三
〇
ド
ル
と
大
差
な
く
、
ハ

ノ
イ
で
は
一
〇
四
ド
ル
で
あ
る
。
中
国

沿
海
部
よ
り
バ
ン
コ
ク
の
賃
金
が
安

い
、
と
の
意
見
は
、
バ
ン
コ
ク
近
郊
で

工
場
を
操
業
し
、
華
南
に
下
請
け
企
業

を
持
つ
日
系
企
業
か
ら
も
聞
か
れ
る
。

　

第
二
に
、
人
民
元
高
の
リ
ス
ク
が
あ

る
。
中
国
は
二
〇
〇
五
年
七
月
か
ら
通

貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
基
づ
い
て
管
理
さ
れ

る
変
動
為
替
制
度
を
採
用
し
た
。
そ
の

後
、人
民
元
相
場
は
緩
や
か
に
上
昇
し
、

対
ド
ル
の
人
民
元
相
場
は
二
〇
〇
五
年

六
月
の
八
・
二
七
元
か
ら
二
〇
一
〇
年

六
月
末
に
は
六
・
七
九
元
の
水
準
ま
で

元
高
が
進
ん
だ
。
中
国
人
民
銀
行
は
、

二
〇
一
〇
年
六
月
に
も
人
民
元
の
柔
軟

性
を
高
め
る
方
針
を
発
表
し
て
お
り
、

今
後
も
人
民
元
高
の
進
行
が
予
想
さ
れ

る
。

　

第
三
に
、
開
発
政
策
の
重
点
が
知
識

集
約
的
産
業
の
振
興
に
移
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
胡
錦
涛
政
権
は
、
中
長
期

科
学
技
術
発
展
計
画
に
お
い
て
、
研
究

開
発
投
資
額
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
二
〇
〇

六
年
の
一
・
四
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
二
・
五
％
ま
で
に
引
き
上
げ
る
目

標
を
掲
げ
た
。
そ
の
後
の
科
学
技
術
分

野
へ
の
投
入
量
の
増
加
は
凄
ま
じ
く
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
間

に
、
科
学
技
術
者
数
は
一
二
二
万
人
か

ら
一
五
九
万
人
と
一
・
三
倍
に
増
員
さ

れ
た
。
中
国
の
科
学
技
術
者
数
は
、
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
＝
二
七
カ
国
）
の
一
四

九
万
人
、
ア
メ
リ
カ
の
一
四
一
万
人
を

上
回
っ
て
世
界
一
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
内
陸
部
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
進
展
が
あ
る
。
一
九
九
九
年

に
提
起
さ
れ
た
西
部
大
開
発
戦
略
や

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
対
策
に

伴
い
、
地
方
で
大
規
模
な
交
通
イ
ン
フ

ラ
投
資
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
外
国
や
大
都
市
を
結
ぶ
幹
線
道
路

は
拡
幅
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
地
域
の
よ
う
な
辺
境
で
も
支

線
の
改
善
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

第
五
に
、
国
内
消
費
市
場
の
成
長
が

あ
る
。二
〇
〇
八
年
時
点
で
中
国
に
は
、

世
界
人
口
の
二
〇
％
弱
に
相
当
す
る
一

三
億
人
（
通
商
白
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の

う
ち
四
・
四
億
人
が
中
間
所
得
層
）
が

居
住
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
経
済
振

興
等
に
よ
り
、
内
陸
部
で
も
雇
用
機
会

が
増
え
、
購
買
力
も
増
大
し
た
。
地
域

間
で
所
得
格
差
は
大
き
い
が
、
雲
南
省

の
二
〇
〇
八
年
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
約
一
八
〇
〇
ド
ル
で
あ
り
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
上
海

は
一
万
ド
ル
を
超
え
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
沿
海
部
で
操
業
す
る
企
業
が
、
内
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経済統合により変化する東アジアの分業体制

陸
部
や
近
隣
諸
国
に
生
産
拠
点
を
移
す

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
企
業
が
今
後
、

内
需
狙
い
で
内
陸
部
へ
進
出
す
る
の

か
、
輸
出
拠
点
と
し
て
内
陸
部
を
位
置

付
け
る
の
か
、
中
国
の
リ
ス
ク
の
た
め

回
避
や
輸
出
に
便
利
な
立
地
と
し
て
近

隣
諸
国
に
進
出
す
る
の
か
予
想
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
量
生
産

を
通
じ
て
製
造
面
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
き
た
華
南
地
域
の
製
造
拠
点
が
、

中
国
内
陸
部
や
周
辺
国
へ
の
技
術
移
転

の
起
点
と
な
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

「
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
戦
略

に
よ
る
華
南
か
ら
ハ
ノ
イ
周
辺
へ
の
工

場
進
出
と
、
そ
れ
に
伴
う
技
術
移
転
は

現
実
に
起
き
て
い
る
。

● 

イ
ン
ド
：
製
造
拠
点
へ
変
貌
で

き
る
か

　

イ
ン
ド
の
経
済
構
造
は
、
中
国
や
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
大
き
く
異
な
る
。
製
造
業

の
重
要
性
は
低
く
、
二
〇
〇
八
年
の
総

付
加
価
値
に
占
め
る
製
造
業
の
割
合
は

一
六
％
程
度
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
と

大
差
な
い
水
準
で
あ
る
。
貿
易
依
存
度

も
低
く
、
二
〇
〇
八
年
の
輸
出
額
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
二
％
、
輸
入
額
は
二

七
％
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
経
済
成
長
が
著
し
い
。
二

〇
〇
八
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
比

の
一
・
八
倍
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の

輸
出
額
は
二
〇
〇
〇
年
の
二
・
九
倍
、

輸
入
額
は
三
・
八
倍
に
増
え
た
。
市
場

と
し
て
の
潜
在
性
も
高
く
、
二
〇
〇
八

年
に
世
界
人
口
の
一
八
％
に
相
当
す
る

一
二
億
人
弱
が
居
住
す
る
。
そ
の
う
ち

中
間
所
得
層
数
は
二
・
一
億
人
（
総
人

口
の
一
五
％
強
）
と
推
計
さ
れ
る
。
中

間
所
得
層
人
口
は
中
国
の
半
分
以
下
で

あ
る
が
、
購
買
力
の
あ
る
中
・
高
所
得

者
数
は
多
い
た
め
、
イ
ン
ド
事
業
を
拡

大
す
る
多
国
籍
企
業
も
多
い
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
ド
の
所
得
水
準
は
依

然
と
し
て
低
水
準
に
あ
る
。
二
〇
〇
八

年
に
お
け
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
シ
ェ
ア
は

二
・
一
％
に
す
ぎ
ず
、
人
口
数
で
イ
ン

ド
の
半
分
以
下
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ェ

ア
を
下
回
る
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

一
〇
〇
〇
ド
ル
強
と
三
二
〇
〇
ド
ル
を

超
え
る
中
国
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
結
果
、
低
価
格
志
向
の
低
所

得
層
を
め
ぐ
っ
て
、
地
場
企
業
を
含
む

多
く
の
企
業
が
価
格
競
争
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。
製
品
差
別
化
を
得
意
と
す
る

日
本
企
業
は
、
イ
ン
ド
市
場
で
必
ず
し

も
優
位
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
家
電
で
は
、
韓
国
企
業
が

優
勢
に
あ
り
、
Ｌ
Ｇ
の
売
上
高
は
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
の
五
倍
の
規
模
で
あ
る
。

　

製
造
業
が
脆
弱
な
上
に
、
高
度
経
済

成
長
に
よ
り
、
輸
入
額
の
伸
び
が
輸
出

額
の
伸
び
を
上
回
り
、
貿
易
赤
字
が
拡

大
し
た
。
イ
ン
ド
政
府
に
と
っ
て
は
製

造
業
の
育
成
が
課
題
で
あ
り
、
産
業
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
製
造
拠
点
の
設
立

を
目
的
に
し
た
海
外
直
接
投
資
を
誘
致

す
る
必
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
が
製
造
・
輸
出
拠
点
と
な
る

た
め
に
は
、
工
業
化
で
先
行
す
る
中
国

や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
す
る
比
較
優
位
を

戦
略
的
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
を
考
察
す
る
上
で
、
貿
易
デ
ー
タ
が

示
唆
を
与
え
る
。
二
〇
〇
八
年
に
お
い

て
、
イ
ン
ド
の
輸
出
の
二
二
％
、
輸
入

の
一
四
％
が
Ｅ
Ｕ
と
の
も
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
カ
国（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
）
の
貿
易

に
占
め
る
Ｅ
Ｕ
の
比
率
は
、
輸
出
が
一

二
％
、
輸
入
は
一
〇
％
で
あ
る
。
イ
ン

ド
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
比
べ
て
欧
州
と
緊

密
な
経
済
関
係
に
あ
る
。
歴
史
的
に
欧

州
と
の
関
係
が
強
い
上
に
、
中
国
や
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
比
べ
て
地
理
的
に
欧
州
に

近
い
た
め
、
イ
ン
ド
に
は
欧
州
へ
の
輸

出
拠
点
と
し
て
立
地
上
の
優
位
性
が
あ

る
。
交
渉
中
の
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締

結
さ
れ
れ
ば
、
製
造
拠
点
と
し
て
の
イ

ン
ド
の
魅
力
は
一
層
高
ま
る
だ
ろ
う
。

● 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
：
中
国
―
イ
ン
ド

の
結
節
点
と
な
れ
る
か

　

今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
工
業
発
展

は
、
域
内
の
地
域
統
合
の
推
進
と
同
時

に
、
中
国
、
イ
ン
ド
と
の
間
に
位
置
す

る
地
理
的
な
優
位
性
と
両
国
の
成
長
力

と
を
利
用
し
て
、
両
国
と
の
貿
易
・
投

資
を
増
や
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
に
左

右
さ
れ
る
。
競
争
関
係
に
よ
っ
て
は
、

両
大
国
の
狭
間
で
埋
没
す
る
可
能
性
も

あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
一
体
と

な
っ
て
両
国
と
の
補
完
関
係
を
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

前
記
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
カ
国
に
と
っ
て

主
要
な
輸
出
入
先
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
八

年
の
間
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
カ
国
の
世

界
輸
出
額
に
占
め
る
域
内
シ
ェ
ア
は
二

二
％
か
ら
二
五
％
に
上
昇
し
た
。
輸
入

も
二
二
％
か
ら
二
三
％
へ
増
大
し
た
。

域
外
の
国
・
地
域
で
は
、
日
米
欧
が
重

要
な
貿
易
相
手
で
あ
る
が
、
シ
ェ
ア
は

低
下
し
て
い
る
。
一
方
で
、
中
国
、
イ

ン
ド
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。
貿
易

額
に
占
め
る
中
国
の
割
合
は
、
輸
出
が

四
％
か
ら
九
％
に
、
輸
入
が
五
％
か
ら

一
二
％
に
高
ま
り
、
中
国
は
日
本
に
次

ぐ
貿
易
相
手
国
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
の

割
合
は
、
低
水
準
で
あ
る
が
、
輸
出
が

二
％
か
ら
三
％
へ
、
輸
入
が
一
％
か
ら

二
％
へ
と
緩
や
か
に
上
昇
し
た
。

　

な
お
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
世
界
輸
出
額
の
六
割
が

中
間
財
、
三
割
が
最
終
財
で
あ
る
。
対
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ASEAN、中国、インドの主要貿易相手国 （2008年　単位：％）

貿易相手国
ASEAN6 中国 インド

輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
最終財 ASEAN6 19 22 6 10 7 8

中国 6 21 13 1 19
インド 2 2 1 0
日本 8 14 8 17 1 5
韓国 2 5 3 10 0 3
EU27 16 16 23 23 29 28
米国 21 9 22 10 17 20
世界 100 100 100 100 100 100

中間財 ASEAN6 28 25 10 13 12 10
中国 10 11 10 2 13
インド 4 3 3 1
日本 11 14 8 18 2 3
韓国 4 7 8 15 3 4
EU27 10 10 17 11 20 15
米国 7 10 13 7 10 8
世界 100 100 100 100 100 100

（資料）UN Comtradeより作成。

し
て
、
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
額
の
四
割
、
ア

メ
リ
カ
向
け
輸
出
額
の
六
割
弱
が
最
終

財
で
あ
り
、
欧
米
向
け
で
は
依
然
と
し

て
最
終
財
が
重
要
な
輸
出
品
で
あ
る
。

日
本
向
け
輸
出
の
場
合
、
最
終
財
シ
ェ

ア
は
二
三
％
に
す
ぎ
ず
、
二
〇
〇
〇
年

の
三
三
％
か
ら
大
き
く
低
下
し
て
い

る
。
一
方
で
中
間
財
シ
ェ
ア
は
五
七
％

か
ら
六
二
％
に
上
昇
し
て
お
り
、
日
本

か
ら
一
方
的
に
部
材
を
輸
入
す
る
構
造

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
場
合
、
中
間
財
の
比

重
は
、
南
北
貿
易
よ
り
も
南
南
貿
易
の

方
が
高
い
。
二
〇
〇
八
年
の
域
内
貿
易

額
の
七
〇
％
、
中
国
へ
の
輸
出
の
六

六
％
、
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
の
六
七
％
、

中
国
か
ら
の
輸
入
の
六
〇
％
、
イ
ン
ド

か
ら
の
輸
入
の
七
五
％
が
中
間
財
で
あ

る
。
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇

〇
八
年
の
間
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
中
間
財
輸
出
額
に

占
め
る
中
国
の
割
合
は
、

四
％
か
ら
一
〇
％
へ
と
高

ま
っ
た
。
イ
ン
ド
も
同
様

に
二
％
か
ら
四
％
へ
上
昇

し
た
。

　

中
国
の
中
間
財
輸
入
額

に
占
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

割
合
も
同
期
間
に
一
一
％

か
ら
一
三
％
へ
上
昇
し

た
。
こ
の
デ
ー
タ
に
は
中

国
の
再
輸
入
も
含
ま
れ
、

そ
れ
を
除
け
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
割
合
は
一
四
％
と
な

る
。
こ
の
間
、
中
国
に
お

け
る
日
本
の
シ
ェ
ア
は
低

下
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は

最
終
財
の
シ
ェ
ア
で
も

七
％
か
ら
一
〇
％
（
再
輸

入
を
除
け
ば
一
一
％
）
に

伸
ば
し
た
。
中
国
の
需
要
増
加
に
対
応

し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
日
本
よ
り
も
上

手
に
経
済
外
交
も
駆
使
し
て
輸
出
増
に

結
び
付
け
た
。
な
お
、
中
国
の
輸
入
市

場
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
は
、
中

間
財
、
最
終
財
と
も
に
一
％
未
満
に
す

ぎ
ず
、
中
国
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

イ
ン
ド
と
の
競
合
は
少
な
い
。

　

一
方
、
イ
ン
ド
市
場
を
め
ぐ
っ
て
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は
競
合
関
係
に
あ

り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
劣
勢
に
あ
る
。
二

〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
八
年
の
間
に
、
イ

ン
ド
の
中
間
財
輸
入
額
に
占
め
る
中
国

の
シ
ェ
ア
は
五
％
か
ら
一
三
％
へ
と
上

昇
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
一
二
％
か
ら
一
〇
％
へ
減
ら
し
、
中

国
に
シ
ェ
ア
で
逆
転
さ
れ
た
。
最
終
財

で
も
、
中
国
が
四
％
か
ら
一
九
％
に

シ
ェ
ア
を
増
大
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
一
四
％
か
ら
八
％
に

減
ら
し
た
。

　

イ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
立
地
す
る
企
業
が
中
国
企
業
よ
り

優
位
に
立
つ
た
め
に
は
、
イ
ン
ド
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
活
用
が
重
要
と
な
る
。
中
国

企
業
も
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
ハ
ブ
で
あ
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
立
地
す
る
こ
と
で
、
中
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
利
用
し
な
が
ら
、

中
国
よ
り
も
有
利
な
条
件
で
イ
ン
ド
等

の
諸
外
国
と
交
易
で
き
る
。そ
の
た
め
、

中
国
企
業
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
直

接
投
資
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
と
の
関
係
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
域
統
合
の

便
益
を
享
受
す
る
に
は
、
生
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
体
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
や
貿
易
円
滑
化
措
置
と

い
っ
た
制
度
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
向
け

た
協
力
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
イ
ン
ド
間
で

求
め
ら
れ
る
。

（
う
え
き　

や
す
し
／
バ
ン
コ
ク
研
究
セ

ン
タ
ー
）

（
注
）中
間
財
、最
終
財
貿
易
の
定
義
は
、

国
連
Ｂ
Ｅ
Ｃ
分
類
を
用
い
た
経
済
産
業

研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（RIETI-TID

）

に
よ
る
方
法
に
従
っ
た
。

（
デ
ー
タ
出
所
）

・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、製
造
業
付
加
価
値
、家
計
消

費
支
出
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
輸
出
、
財
・

サ
ー
ビ
ス
輸
入
、人
口
：UN National 

A
ccounts M

ain A
ggregates 

D
atabase

。

・
貿
易
：U

N
 Com

trade

。

・
人
民
元
：
中
国
人
民
銀
行
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
。

・
中
国
の
地
域
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
科
学
技
術

者
数
：
中
国
国
家
統
計
局
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
。

・
欧
米
の
科
学
技
術
者
数
：O

ECD
 

M
ain Science and Technology 
Indicators

（M
STI

）：2010/1 
edition

（http://w
w
w
.oecd.org/

dataoecd/9
/4
4
/4
1
8
5
0
7
3
3
.

pdf

）。




